
 

 （←Ｈ㉘５，５８２億１７百万円） （Ｈ㉘2,343億円）
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（単位:億円） 

将来を見据えた財政基盤の確立 

施策の重点化・効率化 
◆特別枠の設定による事業の重点化・効率化、マイナスシーリング・事務事業の見直しなど⇒シーリング効果：○○億円の削減 

今後の社会保障関係費の推移 
（一般財源ベース） 

・消費税・地方消費税の１０％への引上げが再延期される一方で、国の財政健全化目

標は堅持するとされたこと等から、地方歳出の抑制が懸念 

・平成27年度における国税が決算割れとなり、今年度も国税収は伸び悩み（H㉗法人税

は約0.9兆円決算割れ、H㉘税収も7年ぶりに前年度実績を割り込む見込み） 

・平成29年度の国の概算要求では、地方交付税が前年度比で0.7兆円減となるなど、地

方財政対策は特に厳しい折衝となる見込み 

・一方、本県においては、福祉・医療などの社会保障関係費のほか、新幹線建設等に係る

公債費がなお高い水準で推移 

 

 

 

 ◆新規発行額を抑制等により約半世紀 
    ぶりに県債残高が減少 
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 ◆平成28年度当初予算編成において  
    構造的財源不足は解消 

本県を取り巻く環境 

2020年度までに国・地方の 

基礎的 財政収支黒字化 

65歳以上の高齢者人口の増加に伴い 
主に介護・医療に係る扶助費が増加 

依然として厳しい財政環境 
◆海外経済の不確実性や金融資本市場の変動による影響が懸念。また、財政健全化の観点から、地方の歳出抑制を求める圧力が高まることが予想 

◆高齢者人口の増加に伴い社会保障関係費は引き続き増加（扶助費：Ｈ㉘557億円→Ｈ㉙574億円（＋17億円）） 

◆地方税収は、法人二税のH㉘税制改正（外形標準課税の拡大）による減、地方消費税の休日調整分などにより減収を見込む 

（Ｈ㉘1,399億円→Ｈ㉙1,370億円（△29億円、△2.1％） 

  ※地方法人特別譲与税加算で1,546億円となるが、リーマンショック以前の水準には未だに届かない状況（Ｈ⑲当初1,583億円） 

「中長期の経済財政に関する試算」（H29年1月内
閣府発表）によると2020年度のＰＢ赤字は△8.3
兆円程度 ⇒ 目標未達の見込み 

（Ｈ㉘2,343億円） （※新幹線関係経費、経済緊急対策融資、耐震化経費を除く） 

➣人件費：1,322億円 （H㉘1,326億円） △0.3％  
➣公債費：  924億円 （H㉘  930億円）  △0.7％ 

「とやま未来創生戦略2016」に基づく人口減少対策や地域活力創出を図る施策 

➣H㉘１０月補正予算（臨時議会）149億円  
➣H㉘ ２月補正予算（先行提案） 85億円 

〔参考〕 

とやま新時代チャレンジ枠（50.5億円） 
 ・「富山県経済・文化長期ビジョン」に掲げる将来像や構想の実現に向けた施策 
 ・新たな総合計画の策定を見据えたモデル的、先行的な施策  など 

 

⑤ 結婚・出産・子育ての願いがかなう環境づくり 
   県民活躍と働き方改革の推進、企業子宝率の調査・活用、子育て環境の整備、不妊症や不育症治療への助成 など 

⑥ 真の人間力を育む学校教育の振興と家庭・地域の教育力の向上 
   県立大学学科拡充、いじめ・不登校やネットトラブルの防止、少人数教育の推進、英語教育の充実、ふるさと教育の推進 など 

⑦ 文化・スポーツの振興と多彩な県民活動の推進 
   県美術館の開館、大伴家持生誕1300年記念事業、国際北陸工芸サミット（仮称）の開催、ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄの育成、留学生定着促進 など 

⑧ ふるさとの魅力を活かした地域づくり 
   移住情報の発信強化や移住希望者データの収集、立山砂防の国際的認知向上、ユネスコ無形文化遺産の魅力発信 など 

 

① グローバル競争を勝ち抜く力強い産業の育成と雇用の確保 
   ＩoＴの導入など第４次産業革命への対応、医薬・バイオ・ＣＮＦ・クリエイティブ産業等の育成、商店街後継者の育成 など 

② 生産性・付加価値の高い農林水産業の振興 
   富山米新品種戦略の推進、１億円産地づくりの加速化、輸出戦略支援体制強化、県産材の利用促進、全国植樹祭の開催 など 

③ 環日本海・アジア新時代に向けた陸・海・空の交通基盤の強化 
   伏木富山港の機能強化（クレーン更新、コンテナターミナル拡張）、富山きときと空港へのチャーター便誘致 など 
◆ 社会資本の整備等 

 

 

 

 
 

④ 観光振興と魅力あるまちづくり 
   立山黒部の世界ブランド化、外国人観光客対応の充実、文化財の魅力発信、豊かな食の磨き上げと発信 など 

 
 
 
 
 

◇公共・直轄：597.3億円（Ｈ㉘当初601.2億円、△0.6％）… 一般公共ではＨ㉙当初431.5億円、＋0.1％ 
  ・富山高山連絡道路、国道８号豊田新屋立体、農地防災事業（庄川左岸地区）、富山駅付近連続立体等の整備促進 など 

◇主要県単 ：133.4億円（Ｈ㉘当初134.1億円、△0.5％…高校耐震化完了） 
  土木･農林の一般県単はＨ㉙当初113.5億円、＋1.8％  
   ・地方創生推進基盤整備事業、県単独道路河川等災害未然防止対策事業 など 

活力とやま 〔17.4億円〕 
とやま未来創生戦略推進枠（25.2億円）  

① 結婚から子育てまで切れ目のない支援による少子化対策の推進 
   出会いのｻﾎﾟｰﾄなど結婚支援体制の強化、仕事と子育ての両立支援、子育ての喜びを伝える啓発活動 など 
② 産業・地域経済の活性化 
   県内企業の連携促進、先端分野産業の成長促進、海外販路拡大支援、県産農林水産品のブランド化 など 
③ 若者や女性がいきいきと働き暮らせる魅力ある地域づくり 
   県立大学看護学部の整備（H㉘２月補正）、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの推進、県外学生のU Ｉ Ｊﾀｰﾝの促進、県内企業の魅力発信 など 

④ 観光の振興、定住・半定住の環境づくり 
   首都圏等での情報発信強化、世界で最も美しい富山湾を活かした誘客、大規模コンベンションの誘致  など 
⑤ 女性が輝いて働ける環境づくり 
   ものづくり産業や建設業分野への女性の参画促進、起業を志す女性農業者への支援 など 
⑥ 高齢者等が能力を発揮して活躍できる社会の実現 
   専門的知識・技能を有する高齢者と県内企業とのマッチング支援、障害者が活躍できる環境づくり など 
⑦ 多様な人材の確保と労働生産性の向上 
   ものづくり人材の確保・育成、建設業における女性増加に向けた訓練・研修、革新的な営農技術の構築支援 など 
⑧ 交通ネットワークの整備と活力あるまちづくりの推進 
   富山きときと空港の活性化、地域交通ネットワークの充実、伏木富山港の利用促進、新幹線利用状況調査 など 
⑨ 健康でともに支え合い安心して暮らせる社会の形成 
   食生活の改善や運動習慣の定着等による生活習慣病予防運動の展開、認知症サポート体制の充実 など 
⑩ 未来を担う人づくり 
   発達段階に応じたライフプラン教育の推進、私学教育の充実支援、家庭における教育力の強化 など 

 

（仮） 

 

⑨ いのちを守る医療の充実と健康長寿日本一 
   医師、看護師の確保とスキルアップ支援、ＩoＴを活用した在宅医療の充実と健康づくりの推進、犯罪被害者等の支援 など 

⑩ 住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉の推進 
   地域包括ケアシステムの構築、介護・保育人材の確保、認知症対策の推進、障害者福祉の充実 など 

⑪ 環日本海地域をリードする「環境・エネルギー先端県」づくり 
   富山物質循環フレームワークを踏まえた食品ロス削減等、ライチョウの保護、小水力発電の推進、地熱資源開発調査 など 

⑫ 災害に強く、「日本一安全・安心な県」づくり 
   地震・津波・火山対策の充実、効果的な火災予防策の研究、高齢者交通事故の抑止、サイバー犯罪への対応強化 など 

 
 

⑬ 富山県や日本を担う子どもの育成 
   子どもの自然科学学習の充実、グローバル交流による次世代リーダーの育成、小中一貫教育についての研究推進 など 

⑭ 若者の成長と自立、起業の支援、社会参加の促進 
    ICT教育の推進、大学生の県内定着促進、若者の社会福祉活動支援、高校生の高度資格取得の奨励や海外留学支援 など 

⑮ 女性の活躍とチャレンジへの支援 

   働く女性の活躍推進に向けた調査、女性･若者のまちなか起業の促進や建設人材の育成、イクボス企業のネットワーク形成 など 

⑯ すべての人が活躍できる環境づくり 
   高度ものづくり人材・農業の担い手・戦略的な観光地域づくり人材の育成、子どもほっとサロン事業 など 

⑰ エイジレス社会実現と「かがやき現役率」の向上 
   専門知識や技能を有するシニア層の就労促進、ねんりんピックの開催準備、エイジレス社会リーダーの養成  など 

安心とやま 〔10.2億円〕 

人 づ く り 〔5.0億円〕 
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★グローバル競争を勝ち抜く環日本海・アジア戦略 （ものづくり産業の高度化、海外ビジネスの展開の促進 等） 

★少子高齢化・人口減少社会における活力創造戦略 （県民活躍と働き方改革の推進、女性の活躍推進 等） 

★災害に強い「日本一の安全・安心県」戦略 （防災・減災のための体制づくり、災害に強い県土づくり 等） 

★環日本海地域の「環境・エネルギー先端県」戦略 （循環型・低炭素社会づくりの推進 等） 

★いつまでも、みんな元気「健康先進県」戦略 （健康づくりの推進、がん予防の推進 等） 

当然減要素 
 ・新幹線関係経費 
 ・経済緊急対策融資 
 ・耐震化経費 を除く 

本県の新たな未来に向けた施策を積極的に展開するとともに、 
施策の重点化・効率化により、元気とやまと財政健全化の両立を目指す 

行財政改革の推進 

約４００億円の財政構造赤字は解消（H㉘）できたが、依然として国・地方ともに厳しい財政環境 

行政改革による人件費の削減等 

〔職員数の削減〕 

◆一般行政部門…Ｈ⑯からＨ㉖までの10年間で削減目標20.0％(832人)を上回る21.0％(872人)の削減を達成 

            ⇒ Ｈ㉙までで22.6％（940人）の削減見込み 

◆普通会計ベース（一般行政部門、教育部門、警察部門等）では、Ｈ⑯からＨ㉙までで9.8％（1,540人）の削減見込み 

〔人件費の抑制効果〕 

◆普通会計…職員1,534人削減。人件費累積削減効果は約1,447億円の見込み (Ｈ⑯～H㉘) 

◆一般行政部門…定数抑制と給与水準引下げによりＨ㉘人件費はＨ⑯比で△約83億円(△27.7％)の見込み（単年度ベース） 

地方交付税などの確保 

◆H㉙の地方財政対策における地方交付税等（臨財債含む）…203,750億円（H㉘204,883億円）…△1,133億円、△0.6％ 

   〔本県の状況〕 H㉙（地方交付税＋臨財債）…1,546億円（H㉘1,544億円）…＋2億円、＋0.1％ 

７年連続で抑制 
県 債 の 発 行 抑 制 

◆県債の新規発行額を抑制 ⇒（H㉒1,232億円･･･Ｈ㉘670億円→H㉙621億円） 

◆県債残高は昨年度に引き続きＨ㉙末においても低減見込み（臨財債含む） 

  ⇒Ｈ㉙末県債残高見込み：12,375億円(H㉘末見込み：12,508億円、△132億円) 

   〔参考〕 Ｈ㉙末国債残高見込み：865兆円（Ｈ㉘末見込み845兆円、＋20兆円） 

☞ 引き続き県財政の健全性を確保…特別職・管理職について経過的に行っていた給与の臨時的減額をＨ㉙より廃止 
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◆社会保障関係費は大幅に増加（扶助費Ｈ㉘557億円→Ｈ㉙574億円：＋17億円） 

◆国内経済は緩やかな回復基調を維持しているものの、県税収入は未だ厳しい状況 

   〔県税の状況※〕 H㉗当初1,288億円→H㉘当初1,319億円→H㉙当初1,308億円  （参考）H⑲決算1,354億円 

                           （※実質税収ベース、H㉘㉙は地方法人特別譲与税を含み、地方消費税率引上げ分(5%→8%)を除く） 

                    

近年回復傾向がみられるが、 
リーマンショック前の水準には及ばない 

★大ゴールデン回廊の創出を視野に入れた「とやまの拠点性向上」戦略 
 ～過度な東京一極集中の是正 「人・モノの流れの変革・日本再生・再興の一翼・一端を担う」～ 

★少子高齢化・人口減少社会をチャンスに変える「とやま活力創造」戦略 
 ～未来に向けて持続可能な「ひと・地域が輝く」活力あふれる経済・社会構造改革～ 

★世界に開かれ、ともに発展する「とやまグローバル」戦略 ～とやまの「強みを世界のブランドへ、ダイバーシティとやまの推進～ 

★環未来へつなぐ「日本一の安全・安心県」、「環境・エネルギー先端県」戦略 
 ～災害リスクへの対応、日本のバックアップ拠点としての貢献、Ｇ７富山環境大臣会合の成果～ 

★いつまでも、みんな元気「健康長寿日本一」戦略 ～「健康寿命日本一」を目指す総合対策の推進～ 

★ライフステージに応じた切れ目のない「人づくり」戦略 ～「人」が「育ち」、「集い」、「活躍する」元気とやまの創造～ 
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Ｈ㉙地方財政計画：△2.2％ 

リーマンショック 
前の水準 

水準超経費除き 60.3兆円（+411億円、+0.1％） 

未来とやま 〔17.9億円〕 

国社会保障関係費 
Ｈ㉘319,738億円→Ｈ㉙324,735億円 
              （＋4,997億円） 
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△81 

△132 

県債残高の推移 
（単位：億円） 

△81 

H㉘２月補正地方創生拠点整備交付金事業等（22.5億円）との合計…47.7億円 

H㉘２月補正22.5億円（地方創生拠点整備交付金事業等） 

県大学科拡充・看護学部関連（４．６億円）〔未来再掲〕との合計…9.6億円 

（ H㉘２月補正  地方創生拠点整備交付金事業等（22.5億円）との合計…47.7億円 ） 
とやま未来創生戦略推進枠（25.2億円） 

資料１ 


